
第３回 

勝山市上下水道料金制度審議会 

勝山市 建設部 上下水道課 
    総務部 財政課 

平成29年12月15日（金） 



企業会計制度について 
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１ 

項目 平成28年度 平成27年度 増減 

給水区域内人口（人） 22,490 22,706 △216 

年度末給水人口（人） 21,809 22,035 △226 

普及率（％） 96.97 97.04 △0.07 

年間総配水量（㎥） 2,973,004 3,047,037 △74,033 

一日最大配水量（㎥） 14,016 14,504 △488 

一日平均配水量（㎥） 8,145 8,325 △180 

年間有収水量（㎥） 2,325,528 2,385,706 △60,178 

有収率（％） 78.22 78.30 △0.08 

水道事業の業務量 
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収益的収支と資本的収支の２本立て予算 

料金 
維持管理費 

償還利子 

長期前受金戻入 

減価償却費
等 

一般会計繰入金 

加入金等 

他会計負担金 純利益 

収益的収支 

収入 支出 

負担金 

建設改良費 

起債、補助金 

償還元金 

一般会計繰入金 

不足分 

資本的収支 
収入 支出 

補 
填 内部留保資金 

利益積立金 

建設改良積立金 

減債積立金 
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当年度 

減価償却と収益化 

翌年度以降 

自動車購入代金  ２００万円 
耐 用 年 数      1０年 
残 存 価 格    １０万円（５％） 
    
減価償却費（年間）＝（２００万 ×０.９５） ÷ １０年＝１９万 
毎年 １９万円づつ償却 
（１１年後以降は減価償却なし  

200万円 19万円 19万円 19万円 19万円 19万円 

（第1年度） （第2年度） （第3年度） （第4年度） （第5年度） 

19万円 19万円 

（第6年度） 
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水道会計の将来見通しについて 
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 項   目 用語の説明 算出式 

給水区域内人口 上水道が使用できる区域の人口(住民基本台帳） ～H28：実績、 H29～：2%ずつ減少 

給水人口 上水道を使用している人口（住民基本台帳） ～H28：実績、 H29～：2%ずつ減少 

有収水量 使用者のメーターを通った上水道使用量 

13mm～25mmは1人1日平均使用水量（直近10年間の実績を基
に将来需要を予測）×給水人口の見込み 
40mm～100mmは直近10年間実績を基に将来需要を予測 

収
益
的
収
支 

収
入 

料金収入 上水道料金 有収水量×予測供給単価 

長期前受金戻入 補助金等を減価償却して収益化した分 年度別収益化予定額に将来見込額を加算。 

その他 加入金、中止手数料、他会計負担金、利子等 大きな変動はないと想定。過去10年の平均値から推定。 

支
出 

維持管理費 電力費、薬品費、修繕費、委託費等 大きな変動はないと想定。過去10年の平均値から推定。 

減価償却費等 前年度までの配管、機械、電気等の減価償却分 年度別減価償却予定額に将来見込額を加算。 

償還利子 長期借入金の返済利子 年度別償還利子予定額に将来見込額を加算。 

その他 消火栓維持管理費等 大きな変動はないと想定。過去10年の平均値から推定。 

特別損益 過年度支出（漏水による減免等）、収入等 大きな変動はないと想定。 

当年度純利益（純損失） 単年度の水道会計損益   

資
本
的
収
支 

収
入 

起債 建設工事施工に伴う借入金 建設改良工事の見込み額に合わせて算出 

一般会計等繰入金 返済元金の内、一般会計が負担すべきもの 年度別償還元金予定額に将来見込額を加算。 

その他 新規加入者の工事負担金 大きな変動はないと想定。過去10年の平均値から推定。 

支
出 

建設拡張・改良費 新規工事、改良・改築工事 老朽布設管の更新工事、配水池の耐震化工事を加算。 

償還元金 長期借入金の返済元金 年度別償還元金予定額に将来見込額を加算。 

用語の説明、算出根拠 
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（人） 

（年度） 

※平成42年度の総合計画での予測値は平成32～37年度の減少率を元に算出 

※給水区域内人口、給水人口は、毎年2％ずつ減少していくものとして算出 

将来人口等予測 
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千㎥ 

年度 

有収水量予測（口径別） 

2,326 
2,433 2,395 2,352 

2,296 2,248 
2,201 2,161 

2,110 2,066 2,022 1,985 
1,939 

※13mm、20mm、25mmの水量：1人1日平均使用水量（直近10年間の実績を基に将来需要を予測）×給水人口の見込み 

※40mm～100mの水量：直近10年間実績を基に将来需要を予測 
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有収水量予測（用途別） 

1611 

1723 1719 1735 1736 
1699 

1675 
1648 

1629 1630 

1679 1652 
1625 

1586 

1521 
1496 

1430 
1401 

1377 
1344 
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水道会計の将来見通し 
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維持管理費内訳 

※職員給与費：給料、手当、法定福利費 

※動力費：水源地のポンプ等の動力に係る電気料 

※修繕費：漏水修繕、電気設備機械等修繕、消火栓修繕 

※委託料：水質検査、設備点検、立川管理センター管理、漏水調査、洗管作業、検針、システム保守 

※薬品費：次亜塩素酸ナトリウム、塩素試験薬 

※負担金：浄土寺川ダム管理負担金、水源使用負担金、各種協会負担金 

※その他：消耗品、燃料費、光熱水費、通信運搬費、賃借料、保険料 11 
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上水道料金の比較 

㎥ 円 円 円 

※（）内は消費税（８％）込の金額 ※黄色は１ヶ月あたりの基本料金（税抜）。以降は１㎥あたりの従量料金 

口径13mm 
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メーター 
口径 

基本料金 
(10㎥まで） 

超過料金（１㎥につき） 

11～30㎥ 31～50㎥ 51～100㎥ 100㎥超分 

１３ミリ 1,150 

１２０ １３５ １４０ １６５ 

２０ミリ 1,300 

２５ミリ 1,500 

４０ミリ 1,700 

５０ミリ 2,400 

７５ミリ 4,250 

１００ミリ 6,400 

１か月につき（単位：円） 

※消費税抜き 
※１３ミリで３５㎥使用の場合 
  ｛1,150円＋（120円×20㎥）＋（135円×5㎥）｝×1.08＝4,563円 

１か月につき（単位：円） 

※消費税抜き 
※１３ミリで３５㎥使用の場合 
  ｛1,150円＋（120円×20㎥）＋（135円×5㎥）｝×1.08＝4,563円 

上水道口径別料金 
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（税抜） 口径13mm 

料金改定の推移 
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